















はこの山に立て籠って足利尊氏軍と戦って敗れ、陣鐘を底に沈めて逃げたと う。後に住民 鐘を引 揚げようとしたが、鐘は逆さに沈み竜頭 海底に突き刺さっていて引き揚げる事が出来ず、奥の細道旅行の時に宿泊した敦賀宿の主人からその伝説を聞いた芭蕉は、 「中秋の夜は敦賀
に泊まりて雨降りければ」と前書きして、前掲の句を吟じた。この句は奥の細道には収録されていないが、 荊口句帖・真蹟短冊に収録されている。敦賀において八月十五夜 名月を観賞しようと期待したものの、雨で観賞出来なかった寂しさと、沈鐘伝説に纏わる哀しさとがあいまって情感が漂い、静かに句碑が佇んでいる。　
標高八六ｍの金ヶ崎は、陸続きに敦賀の街から登った場







































韓から大きな韓鐘を船に載 て来たところ、この金の岬で風浪が起こって、鐘 海に沈んでしまった。 れは竜神鐘が大好きで、風浪 この鐘を奪う為だったとある。筑前
国続風土記のこの記事は、勿論沈鐘伝説である。　
水中から引き揚げる事の出来なかった沈鐘伝説が存在す








































































































































































































国奉貢朝賀す。……光武（後漢皇帝光武帝）賜うに印綬を以てす。 」とあって、金印授与は事実であるとされ、現在は金印は福岡市立博物館に保管されている。福岡市はこの金印が志賀島から出土した事によって、奴国は福岡平野にあったとしているが、この重要な が福岡本土からではなく、何故に玄界灘に面してい 志賀島の農地から出土したので ろうか。出土場所を正確に表記すれば、筑前国那珂郡志賀島叶ノ崎で、島の東南岸に位置する。　
後漢書に記録されている奴国は、大和平野にあって福岡











































































そ （鴨という名の が て来たら也良の防人達よ
遣唐使船復元船






















































































































































志賀村の白水郎荒雄の許に行って言うには、 「僕はちょっとしたお願いがあるのだが聞いてもらえまいか」と。荒雄が答えて言うには、 「僕と君とは郡 別だが、同じ船で航海した事は久しい。情 では兄弟よりも篤く、仮に君に殉死してくれと言われても、なんで断ったりなどしようか」と。津麻呂が言うには「大宰府のお役人が僕を対馬に食糧を送る船頭に任じたが、年老いて海路に耐えられそ にない それでわざわざやって来て頼むのだ。済まないが代わってくれないか」と そこで荒雄は承知して、ついにその仕事に就いた。肥前国松浦県美祢良久の崎から船出 て、真直ぐに対馬に向けて海を渡って行った。するとその時忽ち空はかき曇り、暴風は雨さえ伴い、とうとう順風 得ないまま、船は海中 沈没した。そこで妻子らは子牛が母牛を慕うような思いに耐えきれず、この歌を詠んだそうである。ある は筑前国守山上憶良が、妻子の悲しみに同情し、思う所を述べ この歌を作ったとも言う。 ）
　
歌群の内容はこのように左注に詳 く説明されている



























































ように、はっきりしない微かな光の如く僅かな手だてでもいいから、その手だ でもっ 恋人に逢いたい 願う気持が詠み込まれている。　
このように都人は恋の表現の手段として、志賀島の海人
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3299） 」等の事例があり、赤（朱）色塗料着色理由は、船体





























































































に出航し 夕刻壱岐島到着。翌朝壱岐島出航、夕刻対馬到着の方法を採っていたらしい。対馬送粮船乗船の船員数が一五六人ならば 船舶の大きさは遣唐使船に相当し 決し




































の居住地があった事を示している。アマは現在は海女と表記し、その潜水作業は女性の専業になっ るが、男性のみがそ 作業 携わ ている地域 あ 愛媛県佐田岬半島地域で、その地域ではアマは海士と表記し、潜水作業は男性の専業になっている。その理由は、こ 佐田岬半島の海域は非常に波が荒く、女性にとって危険だからだという事である。　
海人部族は魚介類の捕獲、 藻類採集以外に、既に述べ
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人の作だと言われており、遊仙窟（唐代の伝奇小説。主人公である作者が、黄河の源に使いした時、仙窟に迷い込み、二人の仙女の歓待を受け、詩文を贈答 つつ一夜の歓会をとげる。 ）を模倣して書かれたとされ、松浦川に魚を釣っている女子達に出会って、その美しさ 心引かれて 女ではないかと問いかける内容であるが、女子達の回答「児等は漁夫の舎の児、草庵 微
いや
しき者なり。郷もなく家もな
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